














・「韓国近現代の歴史 (検定韓国高等学校近現代史教科書 )」(2003 年版 )
・「韓国の歴史教科書（高等学校韓国史）」（2011 年版）






















が圧倒的に、近現代史重視であることである。中国の高校教科書では、約 900 ページのうち、550 ページ以
上がアヘン戦争以後の近現代史にあてられている。（「中国の歴史」の場合）韓国の教科書も 400 ページの
うち約 300 ページは 1875 年の江華島事件以後の歴史が記されている。（「韓国の歴史教科書」の場合）「ド
イツ・フランス共通歴史教科書」に至ってはさらに徹底している。ギリシアにおける民主主義～フランス革
命までが 1冊、2冊目は、ウィーン会議から 1945 年までのヨーロッパと世界となっている。そして 3冊目
が 1945 年以後のヨーロッパと世界となっている。それぞれが 300 ～ 400 ページと分厚いのである。




学生に読んでおくようにと配った資料は、日本のものは山川出版「詳説日本史Ｂ」の満州事変 (Ｐ 345 ～
346 の一部 ) と南京事件 ( Ｐ 353 の一部 )、731 部隊（Ｐ 365 の一部）である。すべて合わせても 1ページ
と 3分の 1にも満たない。一方中国の教科書は「中国の歴史と社会」(2005 年版 ) の第五課「万民の心を 1
つにした抗日戦争」（Ｐ 287 ～ 293）である。6ページ分にあたる。
まず、「日本の教科書」の南京大虐殺事件（南京事件）、731 部隊の記述を見てみよう。
・日本はつぎつぎと大軍を投入し、年末には国民政府の首都南京を占領した。 ( 本文 )
南京陥落の前後、日本軍は市内外で略奪・暴行を繰り返したうえ、多数の中国人一般住民 (婦女子を含む )
および捕虜を殺害した (南京事件 )。 ( 欄外 )












































②　中国は主観 (思想 ) 的な面が強く、反日感がある。 ( ＯＴ )
③　中国の方は勢いを持って書かれている。日本は過去のこととして、中国は今も日本への恨みが伝わるよ





































独立運動」の部分（Ｐ 296 ～ 297）であった。韓国の教科書は「韓国近現代の歴史」の「民族の受難」（Ｐ
142 ～ 143）「民族抹殺統治」（Ｐ 146 ～ 147）「まだ進行中の軍隊慰安婦論争」（154 ～ 155）「わが民族の独
立の意志を全世界に知らせた 3・1運動」（Ｐ 160 ～ 161）であった。
従軍慰安婦の問題について学生たちに聞いてみると、これも学生 9人の全員が高校の授業で詳しくやった
記憶がないので、どういうものかを具体的に説明できなかった。従軍慰安婦は、教科書に載っているのです




た高校生は 1994 年 71％、2001 年 61％、2006 年 44％、2011 年 32％、2013 年 28％と約 20 年にわたって













































感じているが、従軍慰安婦だった年齢を考えても時間の問題であるように思う。 ( Ｋ・Ｋ )
⑯　加害者側の国にとって、不都合なことは書かないか、欄外に書かれてあるかのどちらかだったと思った。




















のドイツの暴力、テロ、抑圧」（Ｐ 266 ～ 268）、第 7部の資料「ゲットー、ポグロム、処刑―ユダヤ人に対
する民族抹殺の第一段階」（Ｐ 332 ～ 334）、第３課「強制収容所の世界」（Ｐ 334 ～ 335）、資料「アウシュ















というよりは、資料を用いて生徒にも一緒に考えさせるような形になっている。 ( Ｋ・Ｋ )
㉑　ヨーロッパの入試問題を新聞か何かで見た時、単語や人名を知っているかを問うものではなく、回答者
に考えて、文章 (意見？ ) を書かせる問題が多くあったのを思い出しました。ヨーロッパでは学校の勉
強を通して、深く物事を考えられるような人を育てるようとしているのだと思う。その考え方が、この
ように歴史を赤裸々に記し、良いことも悪いことも詳しく明確に書くことにつながっているのだと感じ



































犯さないようにしようという反省がない。 ( Ｋ・Ｋ )
「戦争」は中国、韓国、「ドイツ・フランス共通教科書」でどのように描かれているか 49
㉓　私は自虐史観を持つことは個人の自由だと思った。事実を自分なりに理解したうえで、自分の意見を持
つべきだと思った。自虐史観を持つ持たないよりも、それ以前に事実と向き合ってこれからどうしてい
くかを考えることが大切だと思った。良い面悪い面の両方の側面を見ていく方がいいと思った。
 （Ｎ・Ｍ）
中国、韓国、ドイツ・フランスの共通教科書を読み比べた後、同様の意見が多数を占めた。この学習を経
て、学生は歴史的事実に向き合うことの重要性を指摘するようになった。学生の中にある、こうした「本気
で歴史に向き合う」態度こそ、日中・日韓の関係を改善する基本的な条件となるであろう。
※学生の意見で、イニシャルの入っていないものは授業中の発言で、記録が残っていないものです。
